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Ａ判定の方は、二次検査の受診は必要ありません

20.1mm以上ののう胞や5.1mm以上の結節を認めた場合

福島福島県で見つかっている甲状腺がんは、原発事故による放射線の影響でしょうか？
「第25回甲状腺検査評価部会」において、先行検査から本格検査（検査5回目）までの結果についての見解がまとめられ、「第56回「県民健康調
査」検討委員会」に、「先行検査から検査5回目までにおいて、甲状腺がんと放射線被ばくの間の関連があるとは認められなかった。」と報告され
ました。今後も希望者に対する甲状腺検査を長期にわたって実施し、福島県の皆さんの健康を見守ってまいります。 20.0mm以下ののう胞や5.0mm以下の結節を認めた場合

のう胞や結節を認めなかった場合

甲状腺の状態等から判断して、直ちに二次検査を要する場合

（9:00～17：00　土日・祝日・12/29～1/3を除く）

9:00～17：00
土日・祝日・12/29～1/3を除く（　　　　　　　　　）

この甲状腺検査は、20歳を超えるまでは2年ごと、25歳以降は5年ごとにわたって行う予定です。次のご案内までに、進学や引越し等で皆さん
の生活が大きく変わることも考えられます。その際は、下記お問い合わせ先まで住所変更等の手続きを忘れずにお願いいたします。 

次の検査はいつになりますか？

のう胞は、中身が液体で良性のものであり、がん化しません。また小さい結節は、のう胞と区別がつかないものも多く、非常にゆっくり育つも
のが多いため、2年から５年に1回でも十分早期発見となります。

2年から5年に1度の検査で大丈夫ですか？

https://fukushima-mimamori.jp/
　thyroid-examination/

甲状腺検査結果の詳細情報（超音波画像等）について、簡易な手続きで自己情報を取得できます。
詳しい内容につきましては、ホームページアドレス・二次元バーコード又は下記のお問い合わせ先までご確認ください。
（https://fukushima-mimamori.jp/thyroid-examination/request.html)

います。

同封にてお送りしました検査の結果について、より詳しく
説明します。

A2のほとんどが小さなのう胞です。のう胞は幼児期には少なく、年齢が上がるにつれ増え、中学生頃にピークを迎える傾向にあります。
のう胞はがんに変わることはありませんので、ご心配はありません。

前回A1だったのに今回A2だったので心配です。

WEB予約システムのご案内
スマートフォンやパソコンから甲状腺検査のWEＢ予約ができます。
・WEB予約システムは、その年度の4月1日時点の年齢が18歳以上の方が利用可能です。
・次回の甲状腺検査の時期になりましたら、利用可能な方には、登録手順等が記載された「甲状腺検査のお知らせ」が送付されます。
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甲状腺検査の最新の情報は、ホームページアドレス
又は二次元バーコードからご覧いただけます。



充実部分を伴うのう胞の大きさ
１０mm

のう胞内のしこりの大きさ
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※四捨五入の関係で合計が100％にならない場合があります。　　※令和７年12月31日現在

※四捨五入の関係で合計が100%にならない場合があります。

※環境省　平成25年3月29日発表 ※平成30年3月31日現在 ※令和3年3月31日現在
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図１は、環境省が平成24年度に実施した福島県外3県（青森県、山梨県、長崎県に住む幼稚園～高校生対象）におけ
る甲状腺有所見率調査の検査結果です。
図２と図３は、平成23年度から実施した福島県「県民健康調査」甲状腺検査の先行検査（検査１回目）と本格検査（検
査２回目）で検査結果が確定した検査結果内訳です。
それぞれの検査結果を比較すると、A、B、Cの割合に大きな差がないということが分かります。

下のグラフは、本格検査（検査６回目）の検査結果確定者の年代別の結果内訳です。
A2の割合は男女とも11～17歳の年代で高くなっています。
これは、のう胞が成長に伴って増加し11～17歳にピークを迎え、その後少しずつ減る傾向にあることを反映していま
す。（グラフの年齢は、本格検査の検査受診時点のもの）

図1　三県調査
　 　 受 診 者 数：4,365人
　 　 受診時年齢：3～18歳
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図2　先行検査（検査１回目）
　 　 受 診 者 数：300,472人
　 　 主な受診時年齢：0～21歳
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図3　本格検査（検査２回目）
　 　 受 診 者 数：270,552人
　 　 主な受診時年齢：2～23歳
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● 中に液体がたまった袋状のものです。

● 数やサイズはしばしば変わることがあります。
小学生～高校生で最もよく見られ、大人になるにつれ
て消えていくことがあります。

● 多くの方が複数もっており、その中でも最大のものの
大まかなサイズをお知らせしています。

● 中に細胞が詰まっています。

● 良性と悪性（がん）がありますが、多くは良性です。

● 年齢が高くなるほど多くの人に見られます。

のう胞の中に結節（しこり）がある場合は？

けっ せつ

（しこり）

のう胞が20mmを超え
るとのどが圧迫されるよ
うな症状が出ることはあ
りますが、のう胞自体は
心配のないものです。

一般的には5.1mm以上
の結節が発見された場
合は、二次検査での詳
しい検査をお勧めして
います。
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のう胞の中に中身が詰まった結節の部分（充実部分）がある「充実部分を伴うのう胞」といわれるものは、この検査では
全て結節扱いとしています。
　　　例えば図のように、のう胞の中にある結節の大きさではなく、結節を含むのう胞全体の大きさを記録します。
　10mmののう胞の中に5mmの結節が認められる場合、「10mmの結節」とみなしています。（＝B判定）
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